
参考資料

高等学校等における海外留学に関する危機管理ガイドライン 生徒・保護者向け

■生徒自身が確認しておくべきチェックリスト■トラブル等の事例と対策

スリ、詐欺、強盗、置き引き、性被害とな
るトラブル、山・海・川での事故、大麻・飲
酒、ホストファミリーとのトラブル、ジェンダー、
写真撮影、動物に咬まれる、盗難や紛失
などの事例とその対策を紹介。

ガイドラインはこちら

（例）

空港近辺で飛行機の撮影をしていたところ、
警察官に身柄を拘束された。

軍事施設をはじめ、駅や橋梁、湾港、空港、
政府関連施設など保安上重要な施設の撮影
を制限していることがあります。予め撮影が制限
されている場所を確認しておくことが必要です。
制限対象付近での撮影が禁止行為とみなさ
れることもあるので、気をつけましょう。

高校生が事前に十分な安全管理の意識をもって留学することが重要であるため、危機管理の基本的な考え方、留学
前に準備しておくべき事項、事件等に巻き込まれた場合の対応、健康管理について参考となる情報をまとめています。

チェック 「自分の身は自分で守る」という心構え

渡航先の治安状況等を生徒自身が事前に熟知し、日本にいるときとは意識を切り替えることにより事
故等を防ぐことができることを理解しているか。

「自分の身は自分で守る」ための心構えとして、危険な場所には近づかないことや、単独行動を行わな
いことなどを認識しているか。

チェック 留学前に準備をしておくこと

留学計画の渡航先を決定する上で、渡航先の危険情報を把握する必要性や外務省の海外安全
ホームページ等情報収集のためのツールを把握しているか。

危機事象が発生した場合に備え、留学中は常に所在を明らかにすることを認識しているか。渡航先で
の連絡先や国内の緊急連絡先を登録しているか。

事故等に巻き込まれた場合に連絡が取れるよう渡航先の最寄りの在外公館の連絡先を把握している
か。

チェック 健康管理について

事前の健康管理として、海外の衛生状態や留学先の文化や習慣などを把握しているか。

チェック 感染症等への対策について

感染対策として、ワクチン接種や陰性証明書の必要性などを事前に確認、対応をしているか。
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